
　（（管理係）主査（積算調査））

事 務 連 絡

（一社）北海道森林土木建設業協会会長　様

北海道 水産林務部 総務課長

資源有効利用促進法政省令の改正に伴う対応について（第２弾公布分）

令和６年(2024年)　５月２２日

（一社）北海道水産土木協会会長　様

　資源有効利用促進法政省令の改正に伴い、第２弾公布分の水産林務部が発注する工
事の扱いについて、令和5年(2023年)6月12日付け水林総第429号にて通知したところ
ですが、新たに「建設業に属する事業を行う者の指定副産物に係る再生資源の利用の
促進に関する判断の基準となるべき事項を定める省令」の第六条第３項の規程が施行
されることから、別添のとおり定めましたので通知します。

記

  適用
    令和6年(2024年)6月1日以降に契約する工事から適用



  別添 

１ 省令改正の概要 

盛土規制法の施行にあわせて、建設発生土の適正な搬出先への確実な搬出等を目的に

資源有効利用促進法の省令が下記のとおり改正された。 

・第1弾公布:令和4年9月2日 

適用:令和5年２月1日（令和4年12月27日付け水林総第1478号）  

・第２弾公布:令和5年3月3日 

適用:通知日以降入札を行う工事（令和5年6月12日付け水林総第429号） 

適用:令和6年6月1日以降に契約する工事から適用（本通知７） 

 

２ 省令改正（第2弾）の内容 

（１）受注者は一定規模以上の工事において、建設発生土を搬出する場合は確認結果票を

作成し、発注者へ提出、説明のうえ工事現場の公衆の見えやすい場所へ掲示する。

作成した確認結果票は工事完成日から５年間保存する。 

（２）受注者は再生資源利用促進計画書（確認結果票を含む）（以降:計画書）を運送事

業者へ通知する。 

（３）受注者は一定規模以上の工事において、建設発生土を搬出したときは速やかに搬出

先の管理者に受領書（電子データも可能）の交付を求め、搬出先が計画書と一致し

ていることを確認する。受領書又はその写しを工事完成日から５年間保存する。 

（４）受注者は一定規模以上の工事において、建設発生土を他の建設工事やストックヤー

ドから受入れたときは、搬入元に受領書を交付する。 

（５）受注者は一定規模未満であっても、受領書の請求があれば交付する。 

 

３ 省令の対象となる工事規模 

・合計で500m³以上の建設発生土を搬出する工事２（１）～（３）が対象 

・合計で500m³以上の建設発生土を搬入する工事２（４）が対象 

・建設発生土を搬入する全ての工事２（５）が対象 

※ 水産林務部が発注する工事で、再生資源利用（促進）計画書の作成が必要な 

工事は、搬入・搬出量に関わらず全ての工事が対象（令和4年12月27日付け 

水林総第1478号を参照） 

 

４ 確認結果票・受領書の取扱 

国土交通省が定めた「建設業に属する事業を行う者の指定副産物に係る再生資源の利

用の促進に関する判断の基準となるべき事項を定める省令等の補足説明及び運用につい



  別添 

て」の一部改訂について（令和5年5月15日付け事務連絡）」及び「再生資源利用促進計

画作成に当たって行う確認事項に関する解説について」の一部改訂について（令和5年

５月15日付け事務連絡）」に基づき対応する。 

 

５ 実施内容 

（１）計画段階 

ア）発注者 

①搬出先の選定にあたり、発注者が行った土壌汚染対策法等の手続状況と盛土規制

法に基づく規制区域の指定状況、許可等の手続状況を確認する。 

②搬出先の管理者等へ土地使用について同意を求めると共に、建設発生土におけ

る受領書の交付を依頼する。 

※盛土規制法（宅地造成及び特定盛土等規制法）規制区域は札幌市、旭川市、

函館市及びそれ以外の地域は建設部都市計画課Webサイトを確認する。 

（２）施工前 

ア）発注者 

①受注者へ発注者が行った土壌汚染対策法等の手続状況を説明する。 

②受注者から確認結果票の内容説明を受け、記載内容に誤りが無いか確認する。 

イ）受注者 

①計画書と確認結果票を作成し、提出時に工事監督員へ内容を説明し、工事現

場の公衆の見えやすい場所へ掲示する。確認結果表は、別添の「再生資源利

用促進計画の作成に伴う確認結果票（記載例）」を参考に記載する。 

②運搬事業者へ計画書（確認結果票を含む）を通知する。 

（３）建設発生土の搬入出後 

ア）発注者 

①再生資源利用促進実施書（以降:実施書）で実績を確認する。 

イ）受注者 

①受領書の交付を請求又は受領書を交付する。受領書は工事完成日から5年間

保存する。（電子データによる保存も可能） 

②受領書の内容を実施書に反映させる。 

 

６ その他留意事項 

（１）通知日以降に入札する工事より、受注者は一時堆積した建設発生土を計画書で記載

された搬出先（下記①～④を除く。）から他の搬出先へ搬出された時は速やかに、他



  別添 

の搬出先の搬出の名称や所在地、搬出量等を記載した書面を作成し、受注した工事完

了日から5年間保存する（電子データによる保存も可能）。さらに、他の搬出先へ搬

出された時も同様の扱いとしている。そのため、受注者は最終搬出先まで確認義務が

発生するため、留意されたい。 

①国又は地方公共団体が管理する場所（当該管理者が受領書を交付するもの） 

②他の建設現場で利用する場合 

③ストックヤード運営事業者登録規程により国に登録されたストックヤード 

④土砂処分場（盛土利用等し再搬出しないもの） 

 

（２）通知日以降に入札する工事より、下記の事例に当たる場合は受注者による最終搬出

先までの確認義務が発生する。この場合、建設発生土が混合しないよう搬入元別に区

分管理することを規定している。 

例１）国又は地方公共団体が管理する場所において、受領書の交付が得られない場合 

例２）民有地に搬出する場合において、受領書の交付が得られない場合。 

⇒受注者・建設発生土の管理者双方が「盛土利用等※」と認識していた場合のお

いても、他の場所へ搬出した場合は、受注者による最終搬出先までの確認が発

生する。（受領書の交付が得られないものは、受注者による最終搬出先までの

確認が発生する。） 

例３）ストックヤード運営事業者登録規程に登録されていない有料処分場で搬出す

る場合において、再搬出目的で受け入れる場合。（盛土利用等として、受領

書を交付された場合を除く。） 

⇒有料処分場に搬出した場合においても、転用目的で受け入れた場合は、一時堆

積に該当する。そのため、受注者による最終搬出先までの確認が発生する。 

 

※盛土利用等:土砂を再び搬出しないことを前提に盛土への活用や土砂の処分をす

る場合一時堆積:土砂を再び搬出することを目的に外部から搬入された土砂を一

時的に堆積する場合 

７ 土砂搬出場所等の指定について  

上記６に記載のとおり、建設発生土について、通知日以降に入札する工事から、受注者に

よる最終搬出先までの確認義務が発生するため、搬出先選定にあたっては、受注者に確認義

務が「ある」搬出先か、「ない」搬出先かについて確認するとともに、「ある」搬出先を選

定する場合は、特記仕様書にその旨を記載することとする。詳細は別紙１による。 



建設発生土の指定処分について（R6.6.1以降に契約する工事・業務に適用） 別紙１

受注者の最終搬出先 根   拠

確認義務 （指定副産物省令補足説明及び運用）（R5.3.31）

民地 あり 盛土利用等 なし 民間最終処分場・ヤード含む １（２）２）

あり 一時堆積 民間最終処分場・ヤード含む

なし 盛土利用等 民間最終処分場・ヤード含む

なし 一時堆積 民間最終処分場・ヤード含む

民地 あり 盛土利用等 なし 民間最終処分場・ヤード含む １（４）３）

あり 一時堆積 なし 民間最終処分場・ヤード含む １（４）３）

公共 あり 盛土利用等 なし １（４）１）

あり 一時堆積 なし １（４）１）

なし 盛土利用等

なし 一時堆積

   ※ 盛土利用等   ：土砂を再び搬出しないことを前提に盛土への活用や土砂の処分をする場合。

    ※ 一時堆積    ：土砂を再び搬出することを目的に外部から搬入された土砂を一時的に堆積する場合。

＜搬入場所選定の留意点＞

１）搬入場所選定にあたり、受注者に最終搬出先までの確認義務が「ある」搬出先か「ない」搬出先かについて、必ず確認すること。

２）確認義務が「ある」搬出先を選定する場合は、特記仕様書に必ずその旨を記載すること。

  ※記載例「建設発生土の搬出先について、資源有効利用促進法関係省令に基づき、受注者の最終搬出先までの確認義務が生じる工事であるため留意すること。」

３）民間の搬入場所を選定する場合、「ストックヤード運営事業者登録簿」に登録されているか必ず確認すること。

  登録状況は随時更新されるため、北海道開発局のホームページで確認してください。

  URL：https://www.hkd.mlit.go.jp/ky/jg/kensan/u23dsn00000017es.htm

※ストック

ヤード登録

あり

受領書の交付 受領書の記載 備   考



「資源有効利用促進法」を知っていますか？
「資源有効利用促進法（資源の有効な利用の促進に関する法律」では、建設工事の発注者及び受注

者に建設副産物の発生抑制と再利用の促進に努めることを求めています。

（１）発注者、事業者の責務（発注者、元請及び下請企業）
原材料の使用の合理化や再生資源の利用に努める
・資源有効利用促進法では発注者及び受注者に対して、原材料の使用の合理化や再生資源の利用に
努めることを求めています。

（２）契約の際に実施すること（元請及び下請企業）
指定副産物の処理に要する経費の見積りを適切に行う
・元請及び下請企業は、請負契約を締結するに際して、運搬費その他指定副産物の処理に要する経費
の見積りを適切に行うよう努めることとなっています。

（３）施工前に実施すること（元請企業）
再生資源利用促進計画・再生資源利用計画（以下、計画）の作成等
・元請企業は一定規模以上※１の工事を施工する場合、計画（確認結果票※２を含む(以下、同じ)）
を作成し、発注者へ提出、説明のうえ工事現場の公衆の見えやすい場所へ掲示することとなっています。

・元請企業は建設発生土を搬出する場合、確認結果票を作成することとなっています。
①建設発生土の搬出先が盛土規制法の許可地であるなど適正であることの確認
②発注者等が行った土壌汚染対策法等の手続状況等の確認(発注者等は元請企業に手続状況を説明)
・また、作成した計画を運送事業者に通知することとなっています。
・なお、工事現場において責任者を置くことにより管理体制を整備し同計画の事務を適切に行うことと
なっています。

（４）建設発生土の搬出後又は受入後に実施すること（元請企業）
１）搬出先の受領書の確認及び保管等
・元請企業は、建設発生土を搬出先へ搬出したときは、速やかに搬出先の管理者に受領書の交付を求め搬
出先が計画と一致することを確認するとともに、受領書の写しを保存※３することとなっています。
２）建設発生土の受入後の受領書交付
・元請企業は、建設発生土を他の建設工事やストックヤードから受入れたときは、搬入元に受領書を交付
することとなっています。

（５）建設工事の竣工後に実施すること（元請企業）
１）計画の実施状況の記録・保存等
・元請企業は、計画の実施状況を把握して記録、保存※３し、
また、発注者から請求があったときは、計画の実施状況を発注者に報告することとなっています。
２）建設発生土の最終搬出先の記録の作成・保存
・元請企業は建設発生土が計画に記載した搬出先（次の①から④を除く）から他の搬出先へ搬出された
ときは、速やかに当該搬出先の搬出先の名称や所在地、搬出量等を記載した書面※４を作成し、保存※３
することとなっており、更に他の搬出先へ搬出されたときも同様となっています。
①国又は地方公共団体が管理する場所（当該管理者が受領書を交付するもの）
②他の建設現場で利用する場合
③ストックヤード運営事業者登録規程により国に登録されたストックヤード
④土砂処分場（盛土利用等し再搬出しないもの）

（令和５年３月版）不動産・建設経済局 建設業課（℡：03-5253-8111）

○政省令の一部改正（第一弾） (公布：R４.９.２／施行：R５.１.１)
○省令の一部改正（第二弾） (公布：R５.３.３／施行 R５.５.２６（（５）２）はR６.６.１施行） 【 下線部 が第二弾改正点】

施行日以降に新たに契約した公共及び民間建設工事が対象

※3 保存期間は、建設工事の完了日から５年間

061494
長方形

061494
タイプライターテキスト
R6.6.1施工



計画を作成しなければならない工事 計画に定める内容

次のような指定副産物を搬出する工事
１．土砂 …… ５００m３以上

（改正前は1,000m３）

２．Co塊
As塊 …… 合計２００ｔ以上
建設発生木材

１．指定副産物の種類ごとの搬出量

２．指定副産物の種類ごとの再資源化施設又は他の工事
現場等への搬出量

３．その他、建設副産物に係る再生資源の利用の促進に
関する事項

計画を作成しなければならない工事 計画に定める内容

次のような建設資材を搬入する工事
１．土砂 …… ５００m３ 以上

（改正前は1,000m３）

２．砕石 …… ５００ｔ 以上
３．加熱アスファルト混合物…… ２００ｔ 以上

１．建設資材ごとの利用量
２．利用量のうち再生資源の種類ごとの利用量
３．その他、再生資源の利用に関する事項

《再生資源利用促進計画（建設副産物を搬出する際の計画）》

《再生資源利用計画（再生資材を利用する際の計画）》

※１ 計画の作成を要する一定規模以上の工事

不動産・建設経済局 建設業課（℡：03-5253-8111）

以下の参考様式は国土交通省のホームページを参照ください。
※２ 計画書及び確認結果票
※４ 建設発生土の最終搬出までの搬出先の名称や所在地等を記載した書面

「建設発生土の搬出先計画制度」で検索
https://www.mlit.go.jp/tochi_fudousan_kensetsugyo/const/tochi_fudousan_kensetsugy
o_const_fr1_000001_00041.html


